
技術戦略マップ２０１０について

平 成 ２ ２ 年 ６ 月
経 済 産 業 省
研 究 開 発 課



1

 経済産業省では2005年から、NEDO・産総研等の協力を得て、国家的に重要な産業技術
のロードマップを俯瞰する「技術戦略マップ」を策定・公表。

 全ての分野について、①導入シナリオ、②必要となる技術の俯瞰マップ、③重要技術の
ロードマップ、の３層構造で策定。

 毎年度、各分野の産学官の専門家を集めた作業グループ（技術戦略マップ2010では、技
術戦略マップ2009の８３５人から約４０人増加した延べ８７４人）でローリング（改訂）を実施。

✔産学官の間での
認識共有

－中長期シナリオ

－技術進歩の方向性

／時間感覚

－科学技術の限界点
ほか

✔産学官の間でのコ
ミュニケーションの
基本ツール

⇒特に異分野・異業
種間での対話を加速

メリット（省外）
✔最新科学技術動向
の把握

✔研究開発プロジェク
ト立案の拠り所＋説明
責任

✔産学とのネットワー
ク形成

✔一貫性・継続性ある
政策の知識基盤

メリット（省内）

１．「技術戦略マップ」とは

URL：http://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/kenkyu_kaihatu/str-top.html

昨年度の例

２０１０年版（全３１分野・約１，６００ページ）は
ウェブ上で近日中に公開予定



２．技術戦略マップの展開状況

年々、内容と分野を充実
2

技術戦略マップ
2005

技術戦略マップ
2008

技術戦略マップ
2007

技術戦略マップ
2006

フレームワークの構
築
・３部構成

－導入シナリオ
－技術マップ
－技術ロードマップ

・経済産業省、NEDO、

産総研、大学、民間
企業の産学官によ
る策定WG体制を構
築

・２０分野でスタート

改訂及び分野拡大
・持続可能なものづく

り技術、サービス工
学、コンテンツ等戦
略重要５分野を追
加

学会との連携
・新たに制御・管理

技術、シミュレー
ション、ヒューマン
インターフェース、
ものづくりの４分野
を追加し、ARM策
定支援

ベンチマーキングの
強化
・特許出願技術動向、

論文数、市場シェ
ア等国際的ベンチ
マーク情報を付与

外部での活用促進
・検索システ

ム”Kamome”を更
新

・改訂のポイントを
各分野に記述する
等、利便性向上

改訂及び分野拡大
・ファイバー分野を

追加

学会との連携
・機械分野、化学分

野、応用物理分
野、ロボット分野
でアカデミック・
ロードマップ
（ARM）の策定支
援

外部での活用促進
・検索システム（産

総研
”Kamome”＋
NEDOプロジェクト
基本情報とリンク）

・技術戦略マップを
活用した新ビジネ
ス創出のための
ディスカッション・
マニュアル（I-

Plan）作成

省内政策サイクル
へのビルトイン
・研究開発予算要

求には、技術戦略
マップ上の位置づ
けを明確化するこ
とを原則

外部での活用促進
・融合領域研究推

進のためのディス
カッション・マニュ
アル（C-Plan）作
成

・将来の社会像のイ
ラスト化

改訂及び分野拡大
・４分野を追加

標準化戦略との一
体化
・標準化シナリオの

追加

技術戦略マップ
2009

改訂及び分野拡大
・計量・計測システ

ム分野を追加

学会との連携
・新たに知の統合、

社会システムのモ
デリング・シミュ
レーション技術、人
間・生活支援技術
の３分野を追加し、
ARM策定支援

ベンチマーキング
の強化
・特許出願技術動向、

論文数、市場シェ
ア等国際的ベンチ
マーク情報を付与

外部での活用促進
・検索システ

ム”Kamome”を更
新

・分野間の相関性を
分析、俯瞰性を付
与

技術戦略マップ
2010

改訂及び分野拡大
・グリーン・イノベー

ションに係る昨今
の動向を踏まえ、
①エネルギー分野
において技術内容
や研究開発動向を
掘り下げて解説

②二次電池分野を
追加

・部材分野をニーズ
側とシーズ側の両
面から俯瞰できる
ように再構築

（素形材プロセス及
びニューガラスを
部材分野の中に追
加）

・創薬・診断分野と医
療機器分野を大幅
に改訂し、がん等
重要疾患の治療の
あるべき将来像か
ら導き出される技
術課題等を明確化

ベンチマーキングの
強化
・特許出願技術動向、

論文数、市場シェ
ア等国際的ベンチ
マーク情報を付与
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（参考１）アカデミアと民間企業をつなぐ技術戦略マップ

○ 平成18～20年度にかけて、日本化学会、応用物理学会、日本機械学会、日本ロボット学会／人

工知能学会／日本人間工学会、横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合）の５つの学会・連
合がアカデミック・ロードマップを策定するとともに、技術戦略マップに対する提言をとりまとめた。

○ アカデミアからの提言を受けた分野においては、提言内容を検討し、適宜技術戦略マップに反映。

企業内
ロードマップ

技術戦略
マップ

アカデミック・
ロードマップ

科
学
技
術
の
先
端
性
・
不
確
実
性

目標達成（限界突破）時期

3～5年後 5～20年後 20年以降

※日本シミュレーショ ン学会
※計測自動制御学会
※精密工学会 （※マップ幹事）
※ヒューマンインタフェース学会
・日本ロボット学会
・日本人間工学会
・日本シミュレーショ ン＆ゲーミング学会
・日本知能情報ファジィ学会
・日本バーチャルリアリティ学会
・日本コンピュータ化学会
・システム制御情報学会
・日本応用数理学会
・国際数理科学協会
・可視化情報学会
・日本計算工学会
・応用統計学会
・日本統計学会
・日本社会情報学会
・情報文化学会
・日本経営工学会
・日本経営システム学会
・研究・技術計画学会
・経営情報学会
・日本情報経営学会
・プロジェクトマネジメント学会
・日本デザイン学会
・社会・経済システム学会
・日本感性工学会
・日本リモートセンシング学会
・日本時計学会
・品質工学会
・日本品質管理学会
・日本生産管理学会
・日本信頼性学会
・日本オペレーショ ンズ・リサーチ学会
・日本行動計量学会
・日本バイオメカニクス学会
・日本生物工学会 など計４３学会
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 技術戦略マップは多くの企業が外部環境把握のリファレンスとして活用。

 技術戦略マップのメリットは、産学官の共通シナリオを見ることができること、異分野を俯
瞰できること等。自社の研究開発戦略と比較し、技術戦略マップに載っていない部分に
価値を見出したり、時間軸を先取りするという使い方に意義を指摘する企業多数。

◆「一企業では成し得ない、各分野一線級研究者の意見を反映したマップであり、社内研究テーマ選定時のシーズ動
向俯瞰や技術戦略策定時のリファレンスとなる貴重な参考資料と認識している。国内での技術ロードマップとしてス
タンダード化しているのではないか。」 (エレクトロニクス系）

◆「８つの研究所と企画に配布し、研究活動の道しるべとなるようにしている。自分の要素技術の延長線上だけでもの
を考えるというのではなく、世の中、外の動きから自分たちの方向付けをバックキャストするよう心がけている。出口
がわからない状態の技術では、このマップに書かれているような時間軸、世の中の方向で測りながら、研究を進め
るために使っている。」（エレクトロニクス系）

◆「技術戦略マップで、顧客の考えが見えてくるという点で、開発戦略の一つの指標となる。技術戦略マップは、社内
ロードマップと世の中の動向との整合性を確認するために活用している。」(材料系)

◆「スコープが広いのでつまみ食いし、コミュニケーションツールとして活用している。ビジョンの可視化や、“何故、当
該技術開発が必要か”という理由付けを行うという意味で導入シナリオが重要。」(エレクトロニクス系) 

◆「異業種企業を訪れる際にはいつも、関連するロードマップを抜き出した資料を材料にして意見交換するという使い
方をしている。」(材料系）

◆「ローリングを重ね、分かりやすくなっている。国家的課題について産学官でシナリオをつくる意味がある。」(エレクト
ロニクス系)

◆「技術ロードマップは、社会の価値観の変化などを先読みするため、今後の研究開発の方向性の検討を行うため、
法規制の動向を把握するため、などに有効と考える。むしろ自社の想定するロードマップと異なっているところや、
載っていないところにこそ、差別化の価値があると考えることができる。」(材料系)

◆「マップに記載のないところを先んじるのが我々の仕事。マップにない、見えていないその先をどうするかに価値があ
る。その意味で享受している。マップ作成のプロセス（いわゆるマッピング）の方が非常に勉強になる。」(エレクトロニ
クス系)

（参考２－1）技術戦略マップに対する声（民間企業へのインタビューから）
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○技術戦略マップ2009の一部の利用者に対して、その活用方法についてアンケートを実施したとこ

ろ、技術の将来予測として参照、自社のロードマップを策定する上で参照、他分野を含めニーズ動
向を把握するために活用、といった参照ツールとしての利用が最も多く、また、産学連携や異業
種・異分野関係者とのコミュニケーション・ツールとしての利用も多かった。

○また、本回答以外の活用方法として、社員向け教材、論文作成の際のバックデータ、地域活性化
のための説明用資料といった用途があるとの回答もあった。

(N=137、複数回答あり)
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技術の将来予測として参照

自社のロードマップを策定する上で参照

他分野も含め、ニーズ動向を把握するために活用

産学連携のコミュニケーションに活用

プロジェクトの開発目標の妥当性の評価や進捗管理に活用

川上・川下の業種の関係者とのコミュニケーションに活用

異業種・異分野の関係者とのコミュニケーションに活用

投資を重点化すべき重要技術を絞り込む際に活用

部署間の連携を促進し、横断的な研究開発を行うために活用

開発すべき技術課題を国等に提案する材料として活用

非常に重要 重要

（参考２－２）技術戦略マップに対する声（アンケートから）
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（参考３）技術戦略マップの３層構造

目標
・情報家電等ＩＴ利活用とＩＴの安全性・信頼性の確保。

その基盤となるＩＴ産業の国際競争力の強化。

半導体メーカーにおける収益力の強化
（利益率：約5～10％→15～30％を目指す。）

研究開発等をテコとした産業再編の実施
（アラクサラネットワークスの設立）

・経営改革

・産業再編

関
連
施
策
の
取
組
み

○標準化の推進

・高度部材産業

上流企業と下流企業の摺り合わせの加速○垂直連携の強化

半導体設計ベンチャー企業の創出・支援

・収益力の強化

導入普及
促進策

関連産業
との連携

環境整備

集積の維持・管理

・製造装置産業

ユーザ認証、セキュリ
ティ、機器ＩＤ，機器認証
等についての共通化・標
準化の推進
(2005-2007)

競争力の維持・強化

製造装置の高度化

MIRAI実施体制の見直し、コンソーシアム（ALTEDEC等）の活用など

と「選択」と「集中」

民間企業の
取組み

ＣＡＳＭＡＴ：
材料評価手法の確立

高度部材産業開発・評価センター構想
・部材評価技術の強化、

部材技術開発の促進・効率化

共通化・標準
化すべき28

項目に関す
る状況調査

早期に国際的な合意を目指した技術開発と連携した官民の取組み
（情報家電、グリッドコンピューティング等）

2005 2006 ～ 20102004 ～ 20152005 2006 ～ 20102004 ～ 2015

○技術流出防止

研究開発の
取組み

導入シナリオ

技術マップ

分野 大項目 中項目 小項目

半導体 デバイス微細化

ナノCMOSへ向けた新技術

混載技術

新混載技術

デバイスシミュレーション技術

プロセス技術 微細化プロセス

洗浄技術

プロセスシミュレーション技術

シリコン基板

露光装置・レジスト・プロセス技術

マスク技術

LSTPデバイス技
術

技術分野 分野構造

リソグラフィ

デバイス・プロセ
ス技術

技術ロードマップ
技術分野 評価パラメータ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４

大項目 中項目 小項目 重要課題 DRAMハーフピッチ（ｎｍ） ８０ ７０ ６５ ５７ ５０ ４５ ４０ ３５ ３２ ２８

半導体 物理ゲート長　(nm) 53 45 37 32 28 25 23 20 18 16

寸法ばらつき（nm)
（プリント長、物理長）

3.15 2.81 2.50 2.20 2.00 1.80 1.60 1.40 1.30 1.10

実効ゲート酸化膜厚EOT：物理膜厚（nm）
実効ゲート酸化膜厚EOT：電気膜厚（nm）

2.1
2.8

1.9
2.6

1.6
2.3

1.5
1.9

1.4
1.8

1.3
1.7

1.3
1.7

1.2
1.6

1.1
1.5

1.1
1.5

プロセス技
術

微細化プロセ
ス

high-kゲート絶縁膜材料 SiON SiON Hf０2（+Si, N, Al) Hf０2（+Si, N, Al) Hf０2（+Si, N, Al) La2O3, Y2O3, ... La2O3, Y2O3, ... LaAlO3 LaAlO3 LaAlO3

CD制御（３σ ）（nm） 4 3.3 2.9 2.5 2.2 2 1.8 1.7 1.4 1.3

線幅ラフネス（３σ ）（nm） 3.6 3.2 2.8 2.6 2.2 2 1.8 1.6 1.4 1.3

LSTPデバイ
ス技術

リソグラフィ 露光装置・レジ
スト・プロセス

技術

デバイス微細
化

主流量産
技術

新規技術

露光装置
技術

光源（波長：nm）／方式

スループット、コスト

微細化・高精度化

ゲートスタックプロセ
ス

分野構造

パターン寸法の微細
化

デバイス
プロセス技

術

RET: Resolution
Enhancement
Technology
LFD: Lithography-
Friendly Design

193nm+RET+LFD/193nm 液浸
+RET

193nm液浸+RET+LFD193nm+RET

EUV（極端紫外光リソグラ
フィ）

PEL（近接電子線リソグラフィ）、ML2（マスクレスリソグラフィ）
157nm液浸（RET+LFD）、ﾅﾉインプリントリソグラフィ

マスク設計・描画・検査の総合最適化による
QTAT・低コストマスク作製技術

（情報通信分野の一部を抜粋）

製造装置の高度化

（３）技術ロードマップ

研究開発への取り組みによる
要素技術・求められる機能等の
向上・進展を時間軸上にマイル
ストーンとして記載したもの。

（２）技術マップ

技術の体系図。技術的課題、
要素技術を俯瞰するとともに、そ
の中で重要技術を選定して記載
したもの。

（１）導入シナリオ

研究開発成果が製品、サービス
等として社会、国民に提供されて
いく道筋と、そのために取り組むべ
き関連施策を記載したもの。
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１．グリーン・イノベーションへの対応

グリーン・イノベーションに係る昨今の動向を踏まえ、エネルギー分野におい
て、技術ロードマップの中から主要な18の技術分野を抽出し、技術内容や研
究開発動向を掘り下げて解説。また、エネルギー領域の中に、今後も技術が
進展し持続的に普及することが見込まれる二次電池分野を新たに追加。

２．部材分野の再構築

シーズ側とニーズ側の両面から分野内の技術を俯瞰するため、革新的部材
のコア技術（シーズ）に対して、出口イメージ（ニーズ）として想定される製品・
サービスを明確化したマップを策定。今年度は①素形材プロセス及び
②ニューガラスを追加し、今後、順次追加予定。

３．創薬・診断分野及び医療機器分野の改訂

従来の技術戦略マップに加え、患者数、治療満足度等のニーズの観点から、
「がん」、「糖尿病」、「アルツハイマー」等の重要疾患について、各疾患治療の
あるべき将来像から導き出される技術課題等を明確化。

３．技術戦略マップ2010の改訂の主なポイント
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（１）技術分野の拡充

技術戦略マップ２０１０（３１分野に拡充）

１．情報通信
(1) 半導体、(2) ストレージ・メモリ、(3) コンピュータ、
(4) ネットワーク、(5) ユーザビリティ、(6) ソフトウェア

２．ナノテクノロジー・部材
(7) ナノテクノロジー、(8) 部材、(9) ファイバー、
(10) グリーン・サステイナブルケミストリー

３．システム・新製造
(11) ロボット、(12) MEMS、(13) 設計・製造・加工 、
(14) 航空機、(15) 宇宙

４．バイオテクノロジー
(16) 創薬・診断、(17) 医療機器、(18) 再生医療、
(19) 生物機能活用技術

５．環境
(20) CO2固定化・有効利用、(21) 脱フロン対策、(22) 3R、
(23) 化学物質総合評価管理、

６．エネルギー
(24) エネルギー、(25) 超電導技術、(26) 二次電池※

７．ソフト
(27) 人間生活技術、(28) サービス工学、(29) コンテンツ

８．融合戦略領域
(30) 持続可能なものづくり技術、(31)計量・計測システム

技術戦略マップ２００９
（３０分野）

１．情報通信
(1) 半導体、(2) ストレージ・メモリ、
(3) コンピュータ、(4) ネットワーク、
(5) ユーザビリティ、(6) ソフトウェア

２．ナノテクノロジー・部材
(7) ナノテクノロジー、(8) 部材、
(9) ファイバー、
(10) グリーン・サステイナブルケミストリー

３．システム・新製造
(11) ロボット、(12) MEMS、
(13) 設計・製造・加工 、 (14) 航空機、
(15) 宇宙

４．バイオテクノロジー
(16) 創薬・診断、(17) 医療機器、
(18) 再生医療、(19) 生物機能活用技術、
※応用事例：がん対策等

５．環境
(20) CO2固定化・有効利用、
(21) 脱フロン対策、(22) 3R、
(23) 化学物質総合評価管理、

６．エネルギー
(24) エネルギー、(25) 超電導技術

７．ソフト
(26) 人間生活技術、(27) サービス工学、
(28) コンテンツ

８．融合戦略領域
(29) 持続可能なものづくり技術、（30）計

量計測システム
※印は新規追加分野。



○ エネルギー分野において、研究者・技術者のみならず国民全般が内外のエネルギー技

術に係る課題や研究開発の取組に対する理解を深める1つの試みとして、技術ロードマッ

プの中から主要な18の技術分野を抽出し、技術内容や研究開発動向などを掘り下げて

解説。

（２）グリーン・イノベーションへの対応（①エネルギー分野解説書）

9

エネルギー分野の技術ロードマップ【解説】

「新エネルギーの開発・導入促進」に寄与する技術の技術ロードマップ－太陽光発電技術

技術解説 技術開発動向

太陽光発電は、シリコン半導体などに光が当たると電気が発生する現
象を利用し、太陽の光エネルギーを直接電気に変換する技術である。地
球温暖化対策として期待が大きく高まっている。従来の発電方式のように
熱エネルギーや運動エネルギーに変換する必要がない点が特徴である。

現在は、結晶シリコン太陽電池が主流であるが、シリコン使用量を削減
した薄膜シリコン太陽電池や、化合物原料を使用したCIS系太陽電池など
の新たなタイプの太陽電池も普及しつつある。また、低コスト化、軽量化
などを実現する色素増感太陽電池・有機薄膜太陽電池も開発が進められ
ており、さらに、将来に向けて、発電効率を格段に高めた多接合の化合物
系太陽電池などの革新的技術も開発中である。

我が国では、 3～4kW規模の住宅用から、10～100kW規模の公共・産業
用でも普及している。最近では、NEDOの実証事業を足がかりとして、数
MWの規模を持ついわゆるメガソーラー発電の建設も進められている。導
入が進むにつれて、系統影響への対応が必要となる。

我が国の競争力

実用化動向

1979年の第二次石油ショック後、日本は、石油代替エネルギー技術開
発プログラム（サンシャイン計画）を官民挙げて推進してきた。政策と太
陽電池メーカーの努力により、2005年には世界の太陽電池年間生産量
のほぼ半分を日本メーカーが占め、世界の太陽電池産業をリードするに
至った。その後、欧州を中心として世界の太陽電池市場が急激に拡大し、
各国も研究開発に注力し、中国等も著しい成長を遂げている。

このように、日本の技術力は世界のトップレベルではあるものの、国際
競争が激化しているため、引き続きセル・モジュールの変換効率向上や
コスト低減、さらには系統連系やエネルギーマネジメントを含めたシステ
ム技術等の開発に取り組む必要がある。

NEDOが開発目標（2025年までに変換効率25%、2030年まで発電コス
ト7円/kWh）及び技術課題を示したロードマップ（PV2030+）を策定してお
り、これに沿って、NEDOを中心として、各種太陽電池の低コスト化、高
効率化等を目指した技術開発が進められている。

結晶シリコン太陽電池では、基板の薄型化及びインゴットの高品質化
等により、高性能化・低コスト化を図っている。薄膜シリコン太陽電池で
は、光マネジメント、多接合化等により高効率化を、高速製膜技術等に
より低コスト化を目指している。CIS系太陽電池では、接合界面の制御
により高効率化、軽量基板を用いた製造プロセスによる低コスト化を目
指しており、さらに、化合物系太陽電池の新規半導体材料開発及び多
接合化等により高効率化を目指した技術開発も行われている。色素増
感太陽電池・有機薄膜太陽電池では、新色素、有機半導体の開発とと
もに、高耐久性モジュールの製造技術の確立を目指している。

国内生産量は2008年度で年間1,120MW程度であり、そのほとんどが
結晶シリコン太陽電池である。結晶シリコン基板上に薄膜アモルファス
シリコンを形成したハイブリッド型の高効率太陽電池も実用化されてい
る。また、薄膜シリコン太陽電池、CIS系太陽電池も量産・販売が開始さ
れている。色素増感太陽電池・有機薄膜太陽電池については、研究開
発段階でまだ生産は行われていないが、一部のメーカでサンプル出荷
計画が発表されており、今後の実用化が期待されている。

薄膜シリコン太陽電池（多接合型） 有機薄膜太陽電池

NEDOメガソーラー実証事業（稚内サイト）

～新型太陽電池の例～

エネルギー分野の技術ロードマップ

「新エネルギーの開発・導入促進」に寄与する技術の技術ロードマップ－太陽光発電技術

実用化シナリオ

研究開発シナリオ

2010 2015 2020 2025 2030

●発電コスト:14円／kWh
（2020年）

（太陽光発電共通目標） ●モジュール製造コスト：75円/W（2017年）

モジュール変換効率

～16% 20% 25%

超薄型結晶Si太陽電池

結晶Si太陽電池

極薄スライス技術

100μm極薄基板

50μm極薄基板
高品質インゴット製造技術 長寿命モジュール

極薄基板型高効率セル製造技術

新材料開発
新構造技術

モジュール変換効率
～11% 14% 18%薄膜Si太陽電池

ワイドギャップ新材料

セル製造プロセスの低コスト化
（大面積高速製膜技術）

界面制御技術

多接合化技術

低コスト化対応セル構造技術

モジュール変換効率

～25% 35%(集光時) 40%(集光時)化合物系太陽電池

（Ⅲ～Ⅴ族化合物系）

Ⅲ～Ⅴ族系新規材料
多接合化技術

低コスト基板を用いたセル製造プロセス技術

高集光型システム

モジュール変換効率
～11% 18% 25%

CIS系太陽電池

ワイドギャップCIS系新材料
界面制御技術 低コスト・大面積セル製造プロセス技術

CISセル製造技術 大面積・高生産性セルプロセス 大面積・高効率セル構造（多接合）

モジュール変換効率
～8%（色素増感） 10% 15%色素増感太陽電池・

有機薄膜太陽電池

大面積化
高効率化

高効率固体型色素増感太陽電池

新色素・高効率セル構造
多接合化技術 量子ナノ等新構造太陽電池

モジュール製造技術

HEMS、BEMS、地域EMS

需要システム技術

配電系統の分散型電源連系技術
分散型電源の遠隔運転制御

太陽光発電

システム技術
【電圧変動抑制技術】

太陽光インバータ出力制御 太陽光インバータ多機能化

【単独運転検出・解列・自律運転技術】

高機能素子利用太陽光インバータ

単独運転検出

瞬低時運転継続機能

単独運転防止転送遮断技術 高度自動復旧
複数台連系対応単独運転検出

●モジュール製造コスト：50円/W
（2025年）

●モジュール変換効率：20%（2017年） ●モジュール変換効率：25%
（2025年）

第1段階グリッド・パリティ（住宅用系統連系
システムでの利用）

第2段階グリッド・パリティ（産業・運輸・
業務分野／蓄電機能付システムの住宅
利用）

第3段階グリッド・パリ
ティ（運輸･大規模発電
所･水素製造･蓄電機
能付での産業利用）

●発電コスト:7円／kWh
（2030年）

FRT機能 (Fault Ride Through)

大面積・高効率セル構造（多接合）

発電量予測技術・発電量平準化技術、高性能パワーコンディショナ・PV用蓄電池技術

メガソーラー構築技術

主要技術解説の例（太陽光発電技術）



○ 二次電池については、これまでも「エネルギー分野」、「部材分野」などにおいてロードマップが示さ
れており、ＮＥＤＯにおいても昨年度「次世代自動車用蓄電池技術開発ロードマップ」を策定したとこ
ろ。

○ 一方で、二次電池は自動車用や新エネ出力安定用などにとどまらず、情報通信機器や産業機械
など様々な用途に用いられており、求められる性能はそれぞれ異なるものの、そのスペックは必ずし
も体系的に示されてはこなかった。

○ これらを明らかにし、整理することによって、多様な二次電池の開発を促し、鉛電池やニッケル水
素電池等からリチウムイオン電池への置き換えによる高付加価値化やそれによる市場の拡大を実
現する一助とすべく、独立した分野として「二次電池」を追加した。

（２）グリーン・イノベーションへの対応（②二次電池分野の創設）

用途ごとに求められる性能によって７つのタイプに分類

普及に必要とされるスペック（研究開発目標）

エネルギー密度
指向型

出力密度
指向型

寿命
指向型

タイプ①

タイプ③

分類 展開可能用途指向する電池性能

タイプ⑥

タイプ②

タイプ⑤

タイプ⑦

タイプ④

・ＥＶ
・電動二輪

フォークリフト / ＵＰＳ / 無線基地局用バックアップ
/ 通信ビル用バックアップ/エレベーターバックアップ
/ 投光機/溶接機 / フロアマシン / 放送用カメラ・スピーカー / 道路鋲
/ ゴルフカート / 高所作業車

・無線基地局用バックアップ
・通信ビル用バックアップ

ATM用バックアップ / エレベーターバックアップ / 投光機/溶接機
/ フロアマシン / 放送用カメラ・スピーカー / 道路鋲 / ゴルフカート
/ 高所作業車

・フォークリフト ＵＰＳ / ATM用バックアップ / 無線基地局用バックアップ
/ 通信ビル用バックアップ / エレベーターバックアップ / 投光機
/ 溶接機/高所作業車/フロアマシン / 放送用カメラ・スピーカー
/ 道路鋲 / ゴルフカート

主用途

・PC
・携帯電話

・デジタルビデオカメラ

ハンディーターミナル / コードレス電話
/ デジタルオーディオプレーヤー / 携帯ゲーム / 携帯ＴＶ・ＤＶＤ

/ 業務用ハンディプリンタ / 電動歯ブラシ / ロボット（介護）
/ 電動式玩具 / 電動アシスト自転車 / 業務用ロボット（警備）
/ 電動式車椅子（シニアカー）

・HEV/PHEV
・ディーゼルHEV鉄道車両
・油圧式ＨＥＶショベル

電動工具(プロ使用) / 除雪機（ＨＥＶ） / ＵＰＳ / ＡＴＭ用バックアップ
/ ハイブリット照明 / セキュリティー用防犯システム / 直流電源装置
/ ＡＧＶ/AED（院内使用） / 電動工具(一般使用)

・UPS ＡＴＭ用バックアップ / ハイブリット照明
/ セキュリティー用防犯システム / 直流電源装置 / ＡＧＶ
/ 電動工具(一般使用)

・出力安定化（風力発電等）
・施設工場向け電力蓄電シス
テム（負荷平準化）
・住宅向け蓄電システム

フォークリフト / エレベーターバックアップ / 投光機/溶接機
/ フロアマシン/放送用カメラ・スピーカー/ 道路鋲/ゴルフカート
/ 高所作業車

タイプ③

・現状で要求性能は
ほぼ満たされており、

特定の開発要素は
ない

200Wh/kg

400W/kg

※現状値

50円/Wh

5年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
PC/携帯電話/デジタルビデオカメラ

【展開可能用途】
ハンディーターミナル/コードレス電話

/デジタルオーディオプレーヤー
/携帯ゲーム/携帯ＴＶ・ＤＶＤ
/業務用ハンディプリンタ/電動歯ブラシ
/ロボット（介護）/電動式玩具
/電動アシスト自転車

/業務用ロボット（警備）
/電動式車椅子（シニアカー）

550Wh/L容積エネルギー密度

50円/Wh

【生産規模】
26,800MWh

200Wh/kg

400W/kg

現状値

5年

550Wh/L

・現状で要求性能はほぼ満たされてお
り、特定の開発要素はない

・より高密度、長寿命などが実現すれ
ば尚良い

【生産規模】
71,000MWh

タイプ②

・エネルギー密度向上
・サイクル寿命向上
・コスト削減

20～80円/Wh

100Wh/kg

1,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

150Wh/kg

現状値の2倍

30～60円/Wh

5～8年

250Wh/kg

1,000W/kg

現状値の4倍

8年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
フォークリフト

【展開可能用途】
ＵＰＳ/ATM用バックアップ

/無線基地局用バックアップ電源
/通信ビル用バックアップ/

/エレベーターバックアップ
/投光機/溶接機/フロアマシン
/放送用カメラ・スピーカー/道路鋲

/ゴルフカート/高所作業車

250Wh/L 400Wh/L容積エネルギー密度 600Wh/L

長寿命化による電池交換回数の削
減ができる場合、電池交換回数の
多い競合製品に対しては、競合価
格20円に対し、最大80円でも優位
性を出せる可能性がある

・現状のエネルギー密度でも対応可能
だが、稼働時間延長のためには、より
エネルギー密度の向上が求められる

タイプ①

・エネルギー密度向上
・出力密度向上

・カレンダー寿命向上
・コスト削減

100Wh/kg

1,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

150Wh/kg

1,200W/kg

30円/Wh

250Wh/kg

1,500W/kg

20円/Wh

700Wh/kg

1,000W/kg

現状値の1.5倍

5円/Wh

【生産規模】1,440,000MWh
※6,000万台電動化の場合

5～8年

500Wh/kg

1,000W/kg

10円/Wh

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
EV/電動二輪

【展開可能用途】
フォークリフト/ＵＰＳ/ATM用バックアップ

/無線基地局用バックアップ
/通信ビル用バックアップ
/エレベーターバックアップ
/投光機/溶接機/フロアマシン
/放送用カメラ・スピーカー, 

/道路鋲/ゴルフカート/高所作業車革新的二次電池

250Wh/L 400Wh/L 600Wh/L 1500Wh/L1000Wh/L容積エネルギー密度

10～15年10～15年8～10年

二次電池の用途分類

エネルギー
密度

指向型

2030年以降2030年頃2020年頃2015年頃現状

より一層の向上が求められるスペック開発段階の中間的な目標スペック値 普及に必要なスペック値（もしくは普及に向けた開発目標値）

用途例
現状では現LiBの転用を想定し、その値を明記

タイプ④

・エネルギー密度向上
・出力密度向上

・カレンダー寿命向上
・コスト削減

70Wh/kg

2,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

100Wh/kg

2,000W/kg

30円/Wh

200Wh/kg

2,500W/kg

現状値

20円/Wh

【生産規模】
47,500MWh

5～8年 10～15年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
HEV/PHEV/油圧式ＨＥＶショベル

/ディーゼルＨＥＶ鉄道車両

【展開可能用途】
除雪機（ＨＥＶ）/電動工具(プロ仕様)
/ハイブリット照明
/ＵＰＳ/ＡＴＭ用バックアップ
/セキュリティー用防犯システム
/直流電源装置/ＡＧＶ/AED（院内仕様）
/電動工具(一般仕様)

200Wh/L 250Wh/L 500Wh/L容積エネルギー密度

出力密度
指向型

・ディーゼルHEV鉄道車両では、
3,500W/kg程度までが望まれる

・電動工具などでは、特に現状値で
ロードマップ以上の性能が必要にな
る。

※サイクル寿命の現状値＝約1000回 ： ＤＯＤ＝１００％、１Ｃ放電、初期容量に対して残容量が８５％に達する回数

※カレンダー寿命とは、電池に求められる寿命のこと

8～10年

二次電池分野の技術ロードマップ (1/2)

タイプ③

・現状で要求性能は
ほぼ満たされており、

特定の開発要素は
ない

200Wh/kg

400W/kg

※現状値

50円/Wh

5年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
PC/携帯電話/デジタルビデオカメラ

【展開可能用途】
ハンディーターミナル/コードレス電話

/デジタルオーディオプレーヤー
/携帯ゲーム/携帯ＴＶ・ＤＶＤ
/業務用ハンディプリンタ/電動歯ブラシ
/ロボット（介護）/電動式玩具
/電動アシスト自転車

/業務用ロボット（警備）
/電動式車椅子（シニアカー）

550Wh/L容積エネルギー密度

50円/Wh

【生産規模】
26,800MWh

200Wh/kg

400W/kg

現状値

5年

550Wh/L

・現状で要求性能はほぼ満たされてお
り、特定の開発要素はない

・より高密度、長寿命などが実現すれ
ば尚良い

【生産規模】
71,000MWh

タイプ②

・エネルギー密度向上
・サイクル寿命向上
・コスト削減

20～80円/Wh

100Wh/kg

1,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

150Wh/kg

現状値の2倍

30～60円/Wh

5～8年

250Wh/kg

1,000W/kg

現状値の4倍

8年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
フォークリフト

【展開可能用途】
ＵＰＳ/ATM用バックアップ

/無線基地局用バックアップ電源
/通信ビル用バックアップ/

/エレベーターバックアップ
/投光機/溶接機/フロアマシン
/放送用カメラ・スピーカー/道路鋲

/ゴルフカート/高所作業車

250Wh/L 400Wh/L容積エネルギー密度 600Wh/L

長寿命化による電池交換回数の削
減ができる場合、電池交換回数の
多い競合製品に対しては、競合価
格20円に対し、最大80円でも優位
性を出せる可能性がある

・現状のエネルギー密度でも対応可能
だが、稼働時間延長のためには、より
エネルギー密度の向上が求められる

タイプ①

・エネルギー密度向上
・出力密度向上

・カレンダー寿命向上
・コスト削減

100Wh/kg

1,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

150Wh/kg

1,200W/kg

30円/Wh

250Wh/kg

1,500W/kg

20円/Wh

700Wh/kg

1,000W/kg

現状値の1.5倍

5円/Wh

【生産規模】1,440,000MWh
※6,000万台電動化の場合

5～8年

500Wh/kg

1,000W/kg

10円/Wh

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
EV/電動二輪

【展開可能用途】
フォークリフト/ＵＰＳ/ATM用バックアップ

/無線基地局用バックアップ
/通信ビル用バックアップ
/エレベーターバックアップ
/投光機/溶接機/フロアマシン
/放送用カメラ・スピーカー, 

/道路鋲/ゴルフカート/高所作業車革新的二次電池

250Wh/L 400Wh/L 600Wh/L 1500Wh/L1000Wh/L容積エネルギー密度

10～15年10～15年8～10年

二次電池の用途分類

エネルギー
密度

指向型

2030年以降2030年頃2020年頃2015年頃現状

より一層の向上が求められるスペック開発段階の中間的な目標スペック値 普及に必要なスペック値（もしくは普及に向けた開発目標値）

用途例
現状では現LiBの転用を想定し、その値を明記

タイプ④

・エネルギー密度向上
・出力密度向上

・カレンダー寿命向上
・コスト削減

70Wh/kg

2,000W/kg

※現状値

100～200円/Wh

100Wh/kg

2,000W/kg

30円/Wh

200Wh/kg

2,500W/kg

現状値

20円/Wh

【生産規模】
47,500MWh

5～8年 10～15年

重量エネルギー密度

出力密度

サイクル寿命

カレンダー寿命

コスト
（ユーザー要求値ベース）

【主用途】
HEV/PHEV/油圧式ＨＥＶショベル

/ディーゼルＨＥＶ鉄道車両

【展開可能用途】
除雪機（ＨＥＶ）/電動工具(プロ仕様)
/ハイブリット照明
/ＵＰＳ/ＡＴＭ用バックアップ
/セキュリティー用防犯システム
/直流電源装置/ＡＧＶ/AED（院内仕様）
/電動工具(一般仕様)

200Wh/L 250Wh/L 500Wh/L容積エネルギー密度

出力密度
指向型

・ディーゼルHEV鉄道車両では、
3,500W/kg程度までが望まれる

・電動工具などでは、特に現状値で
ロードマップ以上の性能が必要にな
る。

※サイクル寿命の現状値＝約1000回 ： ＤＯＤ＝１００％、１Ｃ放電、初期容量に対して残容量が８５％に達する回数

※カレンダー寿命とは、電池に求められる寿命のこと

8～10年

二次電池分野の技術ロードマップ (1/2)
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○部材分野については、シーズ側とニーズ側の両面からより幅広く俯瞰することが重要で
あり、この観点から当該分野を再構築していくこととした。

○具体的には革新的部材のコア技術（シーズ）に対して、出口イメージ（ニーズ）として想
定される製品・サービを明確化したマップを新規に策定。今年度は素形材プロセスと
ニューガラスの２つのコア技術について策定し、今後、順次追加予定。

（３）部材分野の再構築

出口製品イメージ

燃料電池

家電製品

医療機器

工作機械

自動車

電子部品

太陽電池

鉄道車両

ロボット

航空機

ニュースチール

ニューガラス

ファイバー

共通基盤・関連マップ

計測・評価

ナノテクノロジー

ライトメタル

金属

有機・ポリ
マー

Hard

Soft

素形材プロセス

レアアース・レアメタル

コンポジット

ファインセラミックス

半導体材料

無機・
半導体・
セラミックス

コンポジット
ハイブリッド

マテリアル・
プロセス
イノベーション

シーズとニーズの関連を踏まえた整理 ※マップ名、出口製品イメージ等は例示

自動車部品

・エンジン、シャシー部
品
・新材料開発
・工程削減

鉄道部品

・鉄道用台車部品（台車
枠、車輪、ブレーキディ
スク）
・新材料開発
・工程削減

Ⅰ ②
熱間鍛造用材料の
データベース

MC-02-
01-02

自動車部品
・技術の体系化
・標準化
・情報共有

Ⅰ ③
制御鍛造による材
料の作りこみ

MC-02-
01-03

◎ 自動車部品

・エンジン、シャシー部
品
・工程削減
・生産性向上

医療用デバ
イス

・金属インプラント部品
（ステントなど）
・新製造技術

プラント部
品

・耐熱部品（Ni基合金な
ど）
・新製造技術

Ⅰ

Ⅰ-1
新機能
を実現
するた
めの新
材料技
術

MC-02-
01-04

代表的製品

重
要
度

MC-02-
01-01

主な出口イメージ
ID

キーワード
大項目中項目

小項目
（テーマ名）

Ⅰ ① ◎
鍛造性が良好な高
強度高靱性鋼材

難加工性材料の高
度加工技術

④

鍛
造
技
術

技術項目と出口イメージの関連づけ
（素形材プロセスの例）



ニュースチール

半導体基板材料

ニューガラス

コンポジット

ファイバー

ライトメタル

素形材プロセス

レアアース・レアメタル

グリーンケミカル

ファインセラミックス

自動車部品

・エンジン、シャシー部
品
・新材料開発
・工程削減

鉄道部品

・鉄道用台車部品（台車
枠、車輪、ブレーキディ
スク）
・新材料開発
・工程削減

Ⅰ ②
熱間鍛造用材料の
データベース

MC-02-
01-02

自動車部品
・技術の体系化
・標準化
・情報共有

Ⅰ ③
制御鍛造による材
料の作りこみ

MC-02-
01-03

◎ 自動車部品

・エンジン、シャシー部
品
・工程削減
・生産性向上

医療用デバ
イス

・金属インプラント部品
（ステントなど）
・新製造技術

プラント部
品

・耐熱部品（Ni基合金な
ど）
・新製造技術

Ⅰ

Ⅰ-1
新機能
を実現
するた
めの新
材料技
術

MC-02-
01-04

代表的製品

重
要
度

MC-02-
01-01

主な出口イメージ
ID

キーワード
大項目中項目

小項目
（テーマ名）

Ⅰ ① ◎
鍛造性が良好な高
強度高靱性鋼材

難加工性材料の高
度加工技術

④

鍛
造
技
術

大項目 中項目 小項目 ID 重要 代表的製品 キーワード

電池,
自動車用電池

固体電界質,Li拡散,Li/S
電池,薄膜電池,自動車用
電池

電池,
自動車用電池

固体電界質

ガラス系ナトリウムｲｵﾝお
よび多価ｲｵﾝ伝導体

G-02-04-02 ◎ 電池,
自動車用電池

固体電界質,Na/S電池,多
価ｲｵﾝ電池,電力貯蔵用

電池, 全固体電池,金属空
気電池

ガラス系電極活物質 G-02-04-03 ◎ 自動車用電池 電極複合体,自動車用電

池

高プロトン伝導性ガラス G-02-04-04 ◎ 燃料電池 ﾌﾟﾛﾄﾝ拡散,多孔質ｶﾞﾗｽ

高電子伝導性ガラス G-02-04-05 ◎ FPD(LCD） TFT,非晶質半導体

蛍光試薬用ガラス G-02-05-01 ◎

高信頼性・高安全性人工
骨

G-02-05-02 ◎ 医用材料 人工骨

高信頼性人工歯冠 G-02-05-03 ◎ 医用材料 人工骨

医療用ガラス G-02-05-04 医用材料

新材料・新機
能・新商品

高電気伝導
性ガラス

◎

生体調和ガ

ラス

超ｲｵﾝ伝導性ガラス G-02-04-01

http://www.erca.go.jp/taiki/now_car/content_4_02.html

出口イメージ：電気自動車

自動車用電池

出口イメージ：医療用材料

http://www.kyocera.co.jp/

素形材プロセス

ニューガラス

●革新的部材のコア技術に関して、想定される製品等のキーワードを用い
て横串的に俯瞰することで、幅広い領域について出口側からの整理が可
能となる。

代表的製品 キーワード
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http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.kyocera.co.jp/inamori/library/images/2_13.jpg&imgrefurl=http://www.kyocera.co.jp/inamori/library/2_13.html&usg=__RmAV2pGsV00lwbTqW_fJrKddR44=&h=270&w=430&sz=16&hl=ja&start=2&itbs=1&tbnid=HIFuTNmR1rB87M:&tbnh=79&tbnw=126&prev=/images%3Fq%3D%25E4%25BA%25BA%25E5%25B7%25A5%25E9%25AA%25A8%26hl%3Dja%26gbv%3D2%26tbs%3Disch:1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blogimg.goo.ne.jp/user_image/60/e5/108ea61cf82d513abc65dd4062ba6220.jpg&imgrefurl=http://blog.goo.ne.jp/nomu3_1954/e/54744ef543690e601320e5b39c6f65cd&usg=__m07m9qYkXPzM3hRQ3mnxSPKBrJY=&h=634&w=550&sz=102&hl=ja&start=46&itbs=1&tbnid=VJHW4RUHlHYCAM:&tbnh=137&tbnw=119&prev=/images%3Fq%3D%25E4%25BA%25BA%25E5%25B7%25A5%25E9%25AA%25A8%26start%3D36%26hl%3Dja%26sa%3DN%26gbv%3D2%26ndsp%3D18%26tbs%3Disch:1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.nankodo.co.jp/yosyo/xforeign/image/tw/34425btw.gif&imgrefurl=http://www.nankodo.co.jp/yosyo/xforeign/nejm/344/344jun/34425tw.htm&usg=__LXioXujZ806yBTw8kpVeBdlQj8Q=&h=261&w=255&sz=36&hl=ja&start=5&itbs=1&tbnid=9KVFezjj3cVV-M:&tbnh=112&tbnw=109&prev=/images%3Fq%3D%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2586%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2588%26hl%3Dja%26sa%3DG%26gbv%3D2%26tbs%3Disch:1
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○創薬・診断分野及び医療機器分野については、2005年の技術戦略マップ策定当初から毎年着実に
アップデートし、5回のアップデートを繰り返す中で、技術の体系化、俯瞰性については一定の成果を
挙げてきた。

○一方で、今後益々進展する高齢社会に対応するため、患者数、治療満足度等のニーズの観点から、
「がん」、「糖尿病」、「アルツハイマー」等の重要疾患について、各疾患治療のあるべき将来像から導
き出される技術課題等を明確化した。

（４）創薬・診断分野、医療機器分野の改訂

技術マップ（創薬・診断分野）

共通の技術マップ及び重要疾患（がん、アルツハイマー及び糖
尿病）ごとの技術マップを策定

未来予想図（医療機器分野）

委員会における議論、産学の多数の有識者へのヒアリングを経て、
2030年において医療機器がくらしに貢献する様子を描写


